










































































































し て，“Konstrukzija” と 云 ふ， 然 し
“Konstruktivismus” の意なり）といふもので
あります。…斯くして，我々の理想の中に於
ては，〈建設〉といふことゝ〈工業〉といふ
ことゝは，結局同一たる可き性質のものなの
であります」（「現代に於けるロシヤ絵画の帰
趨について」『思想』第13号，1922年10月）。
1925年の日本で，山越もまたこう書いた。
「造形について，材料の加工      機械による
こと／同上　材料の構築      凡て機械による
こと」（「構築　構築（Sutrukturismo）」）。
５．構築の実践：自邸「ドーモ・ディナミーカ」
　1933年，山越は自ら設計した自邸にさまざ
まな構築を盛り込んだ。建築家による実施と
しては日本初であろう温水式床暖房，微生物
の働きを最大限に利用する独自の浄化槽，硝
子窓を大胆に広げて太陽熱を採り入れるパッ
シヴ・ソーラーの手法，そして，外壁に石綿
板，内壁にテックスという工業製品を用いる
乾式構造（トロッケン・バウ）。こうした技
術をめぐる当時の環境はいまだ未成熟であっ
たが，家という「機物」（ブブノワの概念）
を，工業製品を材料として，その特性が導く
客観的妥当性に従って完成させる試みが，こ
の自邸であった。
